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20082008年夏の異常気象分析検討会年夏の異常気象分析検討会

～～ ７月以降の西日本を中心とした７月以降の西日本を中心とした

高温と少雨について高温と少雨について ～～
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１．天候の状況１．天候の状況
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１．１１．１ ７月の７月の気温，降水量，日照時間気温，降水量，日照時間

西日本中心に全国高温西日本中心に全国高温
（西日本（西日本 第３位第３位))

東日本以西少雨東日本以西少雨
（西日本太平洋側（西日本太平洋側 第１位第１位

東日本太平洋側東日本太平洋側 第２位）第２位）

北日本寡照
西日本多照西日本多照
（西日本（西日本 第第44位位))
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１．２１．２ 旬ごとの気温，降水量，日照時間旬ごとの気温，降水量，日照時間

⑫ ③ ① （④）

順位でみると下旬の高
温が顕著、８月もかな
り高い状況継続

各旬とも少雨・多照
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７月平均気温順位 ７月降水量順位

７月日照時間順位

１．３ 西日本の順位更新状況（1946年以降）

１９９４年、２００４年、
１９７８年が目立つ
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月平均気温順位更新（統計開始以来）

月間日照時間順位更新（統計開始以来）

月降水量順位更新（統計開始以来）

西日本の57地点中

気温 １位：2/57 ２位以内：15/57 ３位以内：28/57
降水量 １位：1/57 ２位以内： 4/57 ３位以内：10/57
日照時間 １位：0/57 ２位以内： 2/57 ３位以内： 5/57

１．４ 各地の順位更新状況（1946年以降）
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７月猛暑日（３５℃以上）日数順位更新 ７月熱帯夜（最低２５℃以上）日数極値更新

統計を始めたのは猛暑日は１９６１年、熱帯夜は１９３１年西日本の57地点中

１位：1/57 ２位以内：11/57 ３位以内：18/57

西日本の57地点中

１位：14/57 ２位以内：23/57 ３位以内：33/57

１．５ 各地の日数順位更新状況
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早明浦ダム

本山（高知県）の2008年7月1日からの積算降水量
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１．６ 渇水の状況
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１．７ 世界的に見た気温・降水量の状況

異常気象発生地点分布図（2008年7月）

※ 地中海からユーラシア大陸の中緯度
帯は＋１℃を越える高温域が広がっており、
西日本の高温もその一部となっている。

※ アジアモンスーン域の降水量は、イン
ド周辺で概ね平年程度の他は、平年を上
回り、華南ではかなり多かった。
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２．西日本の高温の状況２．西日本の高温の状況
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２．１ 西日本の高温の状況

米子高層観測（7月９時の平均）

気圧面 気温 偏差 順位
500  -5.5(-0.1) －
700  10.1(+0.9) －
850  18.3(+1.1) ⑨
925  22.2(+1.6) ③
1000  27.3(+2.3) ④

130-135Eで平均した気温平年偏差（色塗り）と鉛直流

2008年7月

925hPa気温・同平年偏差

2008年7月

500hPa気温・同平年偏差

2008年7月
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2008年７月１～５日の925hPa面における熱収支。
（左上）同期間の気温変化 （右上）熱力学方程式から評価した非断熱過程の寄与
（左下）水平温度移流（陰影）と925hPa風ベクトル （右下）断熱加熱および冷却 ＜単位はいずれも K/day＞

７月初旬は全国的な昇温が見られた。この昇温に対しては水平温度移流の寄与が大きかった。
昇温をもたらした南西風は、太平洋高気圧から沿海州で発達した低気圧に向かって吹き込んだ。

２．２ 高温要因の分析（熱収支解析～７月初め～）
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2008年７月11～20日の925hPa面における熱収支。
（左上）同期間の気温変化 （右上）熱力学方程式から評価した非断熱過程の寄与
（左下）水平温度移流（陰影）と925hPa風ベクトル （右下）断熱加熱および冷却 ＜単位はいずれも K/day ＞

７月中旬は西日本と東日本で緩やかで持続的な昇温が見られた。東日本では水平温度移流の寄
与が大きかったのに対し、西日本では非断熱過程の寄与が主だったと推測される。下旬も同様。

２．３ 高温要因の分析（熱収支解析～７月中旬～）
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２．４ 高温要因の分析（地表面熱フラックス）

2008年７月1～27日の気温・地面温度・地表面顕熱フラックス・同平年偏差の時系列
（気候データ同化システムによる西日本陸域格子点の平均）。

2008年７月は、地表面からの顕熱フラックスが平年よりかなり大きい日が続いた。
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